
３つの炭鉱町の逆転

1
Reverse

23

も
た
ら
し
ま
す
。
住
民
に
よ
る
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
自
発
的
な

組
織
、
行
政
の
徹
底
的
な
経
費
削
減

と
事
業
の
見
直
し
。
町
一
丸
で
取
り

組
む
強
い
意
志
が
原
動
力
と
な
り
、

旧
３
町
は
い
ず
れ
も
計
画
よ
り
早
く

再
建
団
体
を
脱
却
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
も
類
を
見
な
い
、
財
政
再

建
か
ら
立
ち
直
っ
た
３
町
の
合
併
で

誕
生
し
た
福
智
町
。
し
か
し
急
激
な

人
口
減
少
や
合
併
特
例
の
終
了
な
ど

こ
の
町
は
ふ
た
た
び
、
厳
し
い
逆
境

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑合併後の町職員の手による道路補修。
旧町時代から続く経費削減策は、再建に
向かう町の象徴的な姿として注目された。

赤池町 金田町 方城町旧 旧 旧
▶財政再建期間
　平成３～12年度

▶赤字解消額
　31億7,332万円 

▶財政再建期間
　昭和56～ 62 年度

▶赤字解消額
　10億9,057万円  

▶財政再建期間
　昭和57～平成３年度

▶赤字解消額
　21億4,762万円 

逆 転
立ち上がる。何度でも

特 集

　
か
つ
て
産
炭
地
と
し
て
筑
豊
に
名

を
は
せ
た
福
智
町
合
併
前
の
旧
３
町
。

「
筑
豊
に
５
円
以
下
の
貨
幣
は
な
い
」

と
言
わ
れ
る
好
景
気
で
、
町
は
活
気

に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
時
代
は

石
炭
か
ら
石
油
へ
。
昭
和
40
年
代
後

半
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
で
、
基

幹
産
業
は
消
滅
。
多
く
の
失
業
者
と

鉱
害
地
が
町
に
残
り
ま
し
た
。

　
炭
鉱
閉
山
後
の
活
路
を
見
出
す
た

め
、
旧
３
町
は
新
た
な
産

業
を
模
索
。
財
政
再
建
を

試
み
ま
す
が
、
成
果
を
あ

げ
ら
れ
ず
借
金
は
ふ
く
ら

み
、
つ
い
に
町
の
倒
産
を

意
味
す
る
財
政
再
建
団
体

へ
と
転
落
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
逆
境
は
行

政
と
住
民
に
意
識
改
革
を

逆
境
に
く
じ
け
な
い
覚
悟
と
挑
戦

誰
し
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
、乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
試
練
が
訪
れ
ま
す
。

今
月
の
テ
ー
マ
は「
逆
転
」。
強
い
意
志
で
逆
境
に
立
ち
向
か
う
事
例
か
ら
、

こ
の
町
全
体
に
今
迫
る
問
題
、
そ
し
て
打
開
す
る
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

Prologue

逆
転
の
鍵

序

気
あ
ふ
れ
る
ジ
ム
の
一
角

で
、一
心
不
乱
に
サ
ン
ド
バ
ッ

グ
を
打
ち
続
け
る
23
歳
の
プ
ロ
ボ
ク

サ
ー
、
久
冨
修
平
選
手（
弁
城
出
身
）。

弱
肉
強
食
の
厳
し
い
プ
ロ
の
世
界
で

戦
う
久
冨
選
手
に
は
、
競
技
人
生
の

大
き
な
転
機
が
あ
り
ま
し
た
。

　
幼
少
時
か
ら
格
闘
技
に
憧
れ
を
抱

い
て
い
た
久
冨
選
手
は
、
高
校
卒
業

後
に
筑
豊
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の
門
を

た
た
き
ま
す
。
身
長
１
８
２
㎝
の
恵

ま
れ
た
体
格
と
強
力
な
右
ス
ト
レ
ー

ト
を
生
み
だ
す
パ
ワ
ー
。
迎
え
た
デ

ビ
ュ
ー
戦
を
１
Ｒ
35
秒
Ｋ
Ｏ
勝
利
で

飾
り
周
囲
の
期
待
に
応
え
ま
す
。

　
し
か
し
臨
ん
だ
２
戦
目
に
、
後
の

西
日
本
新
人
王
と
な
る
選
手
に
Ｋ
Ｏ

負
け
。「
自
信
が
全
て
崩
れ
ま
し
た
。

で
も
だ
か
ら
こ
そ
本
気
に
な
れ
た
。

あ
の
敗
北
が
全
力
で
挑
む
覚
悟
を
、

折
れ
な
い
心
を
生
ん
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
練
習
全
般
を一か
ら
見
直
し
、
毎
日

早
朝
に
走
り
込
み
。
日
中
は
家
の
建

設
業
で
肉
体
労
働
。
夜
は
ジ
ム
で
週
６

日
の
激
し
い
練
習
と
、
自
由
を
犠
牲
に

ボ
ク
シ
ン
グ
を
続
け
る
こ
と
に
全
て
を

注
い
で
き
ま
し
た
。
復
帰
初
戦
は
不

運
の
負
傷
引
き
分
け
で
し
た
が
、
次

戦
Ｋ
Ｏ
勝
利
で
再
起
。
井
上
通
文
会

長
も「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
脂
が
の
っ

て
く
る
」と
成
長
に
目
を
細
め
ま
す
。

　
そ
し
て
迎
え
た
11
月
24
日
の
プ
ロ

５
戦
目
。
会
場
は
友
人
や
親
戚
が
見

守
る
地
元・
方
城
体
育
館
。「
今
ま
で

試
合
前
は
不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
で
し
た
が
、
今
回
は
初
め
て
い
い
イ

メ
ー
ジ
で
試
合
に
臨
め
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
」。　

　
万
全
の
準
備
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

裏
打
ち
さ
れ
た
確
固
た
る
自
信
を
胸

に
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
タ
ー
と
し
て
凱
旋

試
合
の
リ
ン
グ
に
立
っ
た
久
冨
選
手
。

逆
境
を
越
え
る
挑
戦
へ
―
―
。
運
命

の
ゴ
ン
グ
を
静
か
に
待
ち
ま
し
た
。

か
つ
て
破
綻
し
た
旧
３
町
が
直
面
す
る
逆
境

↑「気負いや重圧は全く無い」と充実した気
力と体力で試合に臨んだ久冨選手。開始直
前、命運を託すように額を拳に当てました。

熱
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鉄道会社が探る逆転

2
Reverse

89 91 Since

↑鉄道ファンを中心にクラウドファンディングで存
続した、全国でこの一台のみ現存する「キハ2004」。

↑朝のピーク時の金田駅。鉄道を失うことは町内千
人以上が通勤・通学の足を失うことにつながります。

↑平成元年10月、金田駅を出発した開業一
番電車。→開業30周年を記念した「へいち
くフェスタ」で行われた企画で、200人が同
じ線路でことこと列車に旗を振り見送った。

↑福岡女学院大学と連携協定を結ぶJALの
参画でプロジェクトが進行。ことこと列車の
平日活用を目指し、行政・大学・JAL・平筑の
４者が意見を出し合い運営に反映する予定。

時代を駆けた鉄道の
未来を賭けた挑戦

平成から令和へ――。存続の危機に立たされた地域のマイレール

旧国鉄の廃線対象だった赤字ローカル線を引き継ぎ、平成の幕開けとともに
誕生した「平成筑豊鉄道」。地域の足として時代を駆け抜けた鉄道は
今、存続の道を探しもがき苦しんでいます。

平成筑豊鉄道 河合 賢一社長

地元鉄道の誕生に、真っ
先に出向の手を挙げまし
た。当時珍しかった第３セ
クターの鉄道運営は全て
手探り。沿線自治体や社
員が一丸で頑張ったこと
を覚えています。車と違い、
乗れば必ず記憶に残る
鉄道。ここにしかない魅
力があると信じています。

開業時にJRから出向
唯一残る現役乗務員

髙藤 猛さん（70）

開業から見守り続ける生き字引

七つ星のデザイナー・水戸岡鋭治氏が設
計。内装・料理・サービスともにローカル
線では例の無いこだわり抜かれた内容が
魅力の「日本一ゆっくり走る」観光列車。

東京大学中退後、大分県庁勤務を経て（株）九
州産業交通の取締役就任。関連企業でも取
締役を務め、公募で同社代表取締役社長就任。

黒
字
か
ら
赤
字
へ
転
落

社
長
公
募
に
託
し
た
命
運

逆
境
が
生
ん
だ
観
光
列
車

非
日
常
利
用
に
見
た
光
明

逆
転
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
挑
戦

次
代
へ
架
け
る
マ
イ
レ
ー
ル

「
値
上
げ
し
て
も
満
足
頂
け
る
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
か
な
い
」と
厳

し
い
現
実
を
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
昨
年

７
月
の
西
日
本
豪
雨
。
平
成
22
年
・

24
年
の
豪
雨
被
害
と
合
わ
せ
、
被
害

総
額
は
４
億
５
千
万
円
に
も
の
ぼ
り

ま
し
た
。「
災
害
後
、
小
学
校
や
地
域

か
ら
義
援
金
や
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
将
来
や

利
用
者
の
た
め
、
こ
の
鉄
道
が
消
え

る
未
来
は
絶
対
に
避
け
た
い
と
思
い

ま
し
た
」。
地
域
鉄
道
の
消
滅
は
、
学

生
や
高
齢
者
な
ど
が
移
動
手
段
を
失

う
こ
と
。
教
育
面
や
福
祉
面
で
不
利

に
な
っ
た
地
域
は
、
さ
ら
な
る
人
口
流

出
が
進
む
危
険
も
秘
め
て
い
ま
す
。

　
厳
正
な
審
査
を
経
て
、
県
内
外
の

応
募
者
88
人
か
ら
選
ば
れ
た
河
合
賢

一
新
社
長
。
就
任
後
、
観
光
列
車「
こ

と
こ
と
列
車
」や
貴
重
な
旧
国
鉄
車
両

「
キ
ハ
２
０
０
４
」な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
な
ら
で
は
の
魅
力
に
注
目
し
ま
す
。

「
日
常
利
用
は
こ
れ
か
ら
必
ず
落
ち
て

い
く
。
そ
れ
で
も
こ
こ
に
し
か
な
い
、

本
当
に
魅
力
的
な
目
標
が
あ
れ
ば
遠

方
か
ら
も
乗
っ
て
頂
け
る
は
ず
」と
非

日
常
利
用
に
活
路
を
見
て
い
ま
す
。

　
こ
と
こ
と
列
車
の
年
内
予
約
は
常

に
満
席
で
、
平
日
の
貸
し
切
り
運
行

も
好
評
で
す
が
、
抜
本
的
な
経
営
改

善
と
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
現
状
で

は
出
資
市
町
村
の
負
担
金
増
額
、
利

用
料
金
改
定
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
。

　「
１
日
１
日
を
積
み
重
ね
て
30
年
。

な
ん
と
か
次
の
世
代
へ
鉄
道
の
バ
ト

ン
を
渡
し
た
い
」と
決
意
を
表
わ
し
た

河
合
社
長
。
９
月
か
ら
福
岡
女
学
院

大
学
の
生
徒
が
鉄
道
の
日
常
利
用
方

法
を
提
案
す
る
官
・
学
・
民の
連
携
事

業
も
開
始
。
他
企
業
と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
た
多
様
な
可
能
性
を
検
討

し
な
が
ら
、
逆
転
に
向
け
た
道
を
模

索
し
て
い
ま
す
。
　

　
開
業
以
来
10
年
間
、
第
３
セ
ク

タ
ー
の
鉄
道
で
は
異
例
の
黒
字
を
維

持
し「
三
セ
ク
の
優
等
生
」と
し
て
全

国
的
に
脚
光
を
浴
び
た
平
成
筑
豊
鉄

道
。
し
か
し
収
入
の
約 

16
％
を
占
め

て
い
た
セ
メ
ン
ト
輸
送
が
平
成
15
年

度
末
に
鉱
山
会
社
の
事
業
撤
退
に
よ

り
廃
止
。黒
字
経
営
維
持
の
肝
で
あ
っ

た
貨
物
輸
送
を
失
い
、
長
引
く
不
況
、

少
子
化
に
よ
る
通
学
生
減
少
、
自
家

用
車
普
及
に
よ
る
旅
客
輸
送
の
赤
字

を
カ
バ
ー
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
赤
字
決
算
が
続
く
厳
し
い

経
営
環
境
を
打
開
す
る
た
め
、
平
成

29
年
、
新
社
長
公
募
に
会
社
の
未
来

を
託
し
ま
す
。
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発想の逆転が生んだシンボルイベント

3
Reverse

２日間とも行われた、町の誇る「上野焼」
と「音楽」の共演の舞台。ピアニスト・

畑野圭慧さんのピアノ演奏と町の窯元によ
る大型作品成形。２つの感性が融合した
初開催のステージは、町の魅力を掛け合わ
せ誕生した大茶
会を象徴する場
面として来場者
を魅了しました。

日本航空地域活性化プロデューサー
／福智町観光アドバイザー

武知 眞一さん

意識改革で再建果たしたJAL

かつて経営破綻により会
社更生法の適用を申請し
たJAL。企業理念を実現
する「ＪＡＬフィロソフィ」に
よる全社員の意識改革を
行い、３年で東証一部に再
上場する異例の V 字回復をみせました。その徹
底した妥協無き精神は町の模範となっています。

山口・北九州支店長時代に訪れた福智町に
魅力を感じ、イベント企画や調整などまちづ
くりに尽力。今も地域の魅力を発掘するア
ドバイザーとして多くの人をつないでいる。

Turning Pointつながりが生んだ新企画　
スイーツコンテスト初開催
　「上野焼とスイーツ」という原点
に立ち返り、盛り付けの美しさを
競うコンテストを初開催。JALの
人脈で豪華18人の審査員が集ま
り、企画が実現しました。

客
す
る
イ
ベ
ン
ト
誕
生
の
原
点
で
し

た
。
そ
し
て
挑
戦
と
成
功
を
重
ね
７

回
目
の
今
年
、
大
茶
会
は
世
界
に
羽

ば
た
く
大
企
業
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
名
を
冠

す
る
ま
で
に
成
長
し
ま
す
。

　「
偶
然
訪
れ
た
福
智
町
で
、
若
い
人

た
ち
が
積
極
的
に
活
動
す
る
姿
に
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。
今
は
私
も
町
の

フ
ァ
ン
の
一
人
で
す
」
両
者
の
関
係
を

つ
な
い
だ
日
本
航
空
の
武
知
眞
一
さ

ん
は
笑
顔
で
当
初
の
印
象
を
語
り
ま

す
。
７
年
前
の
こ
の
出
会
い
か
ら
始

ま
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
サ
ポ
ー
ト
。
イ
ベ
ン

ト
共
催
、
修
学
旅
行
で
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
機

利
用
な
ど
関
係
を
深
め
る
中
で
、
大

き
な
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
平
成
30
年
、

町
と
し
て
全
国
で
２
例
目
の
包
括
連

携
協
定
締
結
。
長
年
の
信
頼
が
形
と

な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　「
７
年
前
は
社
内
で
筑
豊
の
知
名
度

は
低
か
っ
た
が
、
今
は
機
内
誌
で
の
特

集
や
イ
ベ
ン
ト
冠
化
ま
で
実
現
し
た
。

と
も
に
挑
戦
を
重
ね
、
成
功
体
験
を

共
有
し
た
こ
と
が
人
の
輪
を
つ
く
り
、

今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」と
武
知
さ

ん
は
振
り
返
り
ま
し
た
。

　「
こ
の
町
に
は
他
に
無
い
個
性
が
あ

る
。
そ
れ
を
ど
う
見
つ
け
て
、
み
が
い

て
い
く
か
。
成
功
の
２
日
間
に
満
足

せ
ず
、
残
り
の
３
６
３
日
が
課
題
」。

　
こ
れ
ま
で
の
大
茶
会
の
成
功
で
、

町
の
認
知
度
は
着
実
に
高
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
本
当
の
成
功
は
定
住・観

光
に
つ
な
ぐ
こ
と
。
創
り
上
げ
た
１

を
ど
れ
だ
け
積
み
上
げ
ら
れ
る
か
は
、

こ
れ
か
ら
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
陶
の
里
で
４
百
年
の
伝
統
を
誇
る

「
上
野
焼
」。「
か
も
め
の
水
兵
さ
ん
」や

「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」な
ど
童
謡

史
に
残
る
名
曲
を
手
が
け
た
作
曲
家

「
河
村
光
陽
」。
と
も
に
す
ぐ
れ
た
観

光
資
源
で
あ
り
な
が
ら
認
知
度
は
高

い
と
は
言
え
ず
、
観
光
の
柱
が
な
い

こ
と
は
長
年
の
課
題
で
し
た
。

　
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
発
想
の
逆
転
。

上
野
焼
本
来
の
用
途
で
あ
る「
茶
陶
」

か
ら
着
想
を
得
た
、茶
菓
子
＝
ス
イ
ー

ツ
が
題
材
の「
平
成
の
大
茶
会
」。
県

内
の
菓
子
店
を
一
か
所
に
集
め
、
町

本
来
の
魅
力
を
掛
け
合
わ
せ
る
。「
合

わ
せ
技
で
相
乗
効
果
を
生
む
」発
想

が
人
口
を
越
え
る
３
万
２
千
人
を
集

炭
鉱
か
ら
観
光
へ
―
―
。「
Ｊ
Ａ
Ｌ
福
智
ス
イ
ー
ツ
大
茶
会
」

物
事
を
成
し
遂
げ
る
と
き
、
最
も
難
し
い
の
は
０
か
ら
１
を
生
み
出
す
こ
と
。

７
年
前
、町
に
立
っ
た「
福
智
ス
イ
ー
ツ
大
茶
会
」と
い
う
明
確
な
フ
ラ
ッ
グ
。

１
と
い
う
数
字
の
存
在
が
、
魅
力
の
相
乗
効
果
の
可
能
性
を
高
め
ま
し
た
。

↑「JAL新・JAPAN PROJECT」の福岡特集に
合わせ、ＪＡＬ機内で流れた福智町のＰＲ映像。

↑国内線・国際線で毎月360万人以上の閲読可能数を持つ機内誌「スカイワード」。
11月号で上野焼や「ことこと列車」にも焦点をあて、9 ページにわたり筑豊を特集。

７度目の開催となる今年、11月 9 日から 2 日間行われた「JAL福智スイーツ大茶会」に、過去最高の３万２千人が福智町を訪れた。

き
っ
か
け
は
発
想
の
逆
転

町
の
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
誕
生

分
か
ち
重
ね
た
成
功
体
験

７
年
の
月
日
が
築
い
た
信
頼

磨
い
て
こ
そ
輝
く
町
の
個
性

日
常
的
な
魅
力
の
創
出
へ

か
ら

へ

0
1

＝上野焼

童謡＝

Agano
Ware

Koyo
Kawamura

７度目の開催となる今年、11月 9 日から 2 日間行われた「JAL福智スイーツ大茶会」に、過去最高の３万２千人が福智町を訪れた。７度目の開催となる今年、11月 9 日から 2 日間行われた「JAL福智スイーツ大茶会」に、過去最高の３万２千人が福智町を訪れた。７度目の開催となる今年、11月 9 日から 2 日間行われた「JAL福智スイーツ大茶会」に、過去最高の３万２千人が福智町を訪れた。
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Turning Point

　
平
成
初
期
、
再
建
団
体
を
脱
し
た

方
城
町
は
町
の
活
性
化
の
た
め
、
温

泉
開
発
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。
そ

の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
福
智
山

活
断
層
に
貯
蓄
す
る
水
源
。
平
成
８

年
に
掘
削
に
着
手
し
、
翌
年
に
地
下

千
５
百
ｍ
で
の
温
泉
湧
出
に
成
功
。

町
は
大
き
な
期
待
に
沸
き
ま
し
た
。

　
低
ア
ル
カ
リ
性
の
湯
は
周
辺
で
類

を
見
な
い
ほ
ど
良
質
で
、
湧
出
量
も

毎
分
２
百
リ
ッ
ト
ル
と
十
分
。
平
成

11
年
に
仮
設
温
泉
と
し
て
営
業
開
始

す
る
と
休
日
は
駐
車
場
が
た
ち
ま
ち

満
車
に
な
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
そ

し
て
掘
削
か
ら
８
年
、
つ
い
に「
ほ
う

じ
ょ
う
温
泉
ふ
じ
湯
の
里
」が
完
成
。

町
の
観
光
の
核
と
し
て
、
期
待
を
背

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運
営
で
は

限
界
を
迎
え
、
町
の
財
政
も
圧
迫
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
ふ
じ
湯
の
里
は
民
営
化
へ
と
大
き

く
か
じ
を
切
り
ま
す
。

　
「
や
は
り
経
営
は
プ
ロ
集
団
。
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
け
れ
ば
立
ち
直

れ
な
い
」と
観
光
施
設
運
営
検
討
委

員
会
の
池
田
委
員
長
は
力
を
込
め
ま

す
。
委
託
先
の
募
集
方
法
は
全
国
か

ら
優
秀
な
業
者
を
募
る
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
。
用
途
は
介
護
や
福

祉
施
設
で
は
な
く
、
万
人
に
向
け
た

「
温
浴
施
設
」で
あ
る
こ
と
を
必
須
条

件
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
11
月
25
日
、
第
１
回
目
の

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
。
関
係
者
や
住
民
の

負
っ
て
の
誕
生
で
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
後
は
北
欧
風
や
和
風
な

ど
遊
び
心
の
あ
る
浴
場
、
開
放
的
な

空
間
な
ど
目
新
し
い
設
備
が
人
気
を

博
し
、
最
盛
期
に
は
目
標
を
倍
近
く

上
回
る
38
万
人
が
来
館
。
合
併
当
初

も
客
足
は
衰
え
ず
、
町
を
代
表
す
る

観
光
施
設
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
全
国
的
な
温
泉
の
乱
立
、

激
し
い
競
合
の
中
で
徐
々
に
集
客
数

は
減
少
。
近
年
で
は
ピ
ー
ク
時
の
半

分
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
含

有
成
分
の
多
い
泉
質
が
逆
に
設
備
の

痛
み
を
早
め
、
修
繕
費
用
は
か
さ
み

ま
し
た
。
雇
用
創
出
、
地
域
還
元
を

目
指
し
た
公
共
温
浴
施
設
は
利
益
最

優
先
の
経
営
が
厳
し
く
な
り
、
町
の

見
守
る
中
、
２
業
者
が
今
後
の
運
営

方
針
や
展
望
を
提
案
。
し
か
し
両
者

と
も
に
委
員
の
求
め
る
基
準
点
を
上

回
ら
ず
、
選
定
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
ふ
じ
湯
の
里
は
今
も
町
内
一
利
用
者

の
多
い
貴
重
な
観
光
資
源
。
こ
の
公

募
は
絶
対
に
失
敗
で
き
ま
せ
ん
。
施

設
の
未
来
を
託
せ
る
委
託
先
を
厳
正

に
選
定
し
た
い
」と
池
田
委
員
長
は

結
果
を
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
温
浴
施
設
運
営
は
多
く
の

自
治
体
が
失
敗
し
て
お
り
、
そ
の
民

間
移
行
は
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
時

代
の
流
れ
。
行
政
が
き
っ
か
け
を
作

り
、
民
間
の
経
営
力
で
正
し
い
運
営

に
導
く
の
が
本
来
の
形
」と
今
後
の
公

共
施
設
の
在
り
方
も
見
据
え
ま
し
た
。

　
進
み
始
め
た
完
全
民
営
化
。
ふ
じ

湯
の
里
は
そ
の
先
駆
け
と
し
て
、
大

き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
初
期
、
再
建
団
体
を
脱
し
た

方
城
町
は
町
の
活
性
化
の
た
め
、
温

泉
開
発
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。
そ

の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
福
智
山

活
断
層
に
貯
蓄
す
る
水
源
。
平
成
８

年
に
掘
削
に
着
手
し
、
翌
年
に
地
下

千
５
百
ｍ
で
の
温
泉
湧
出
に
成
功
。

町
は
大
き
な
期
待
に
沸
き
ま
し
た
。

　
低
ア
ル
カ
リ
性
の
湯
は
周
辺
で
類

を
見
な
い
ほ
ど
良
質
で
、
湧
出
量
も

毎
分
２
百
リ
ッ
ト
ル
と
十
分
。
平
成

11
年
に
仮
設
温
泉
と
し
て
営
業
開
始

す
る
と
休
日
は
駐
車
場
が
た
ち
ま
ち

満
車
に
な
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
そ

し
て
掘
削
か
ら
８
年
、
つ
い
に「
ほ
う

じ
ょ
う
温
泉
ふ
じ
湯
の
里
」が
完
成
。

町
の
観
光
の
核
と
し
て
、
期
待
を
背

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運
営
で
は

限
界
を
迎
え
、
町
の
財
政
も
圧
迫
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
ふ
じ
湯
の
里
は
民
営
化
へ
と
大
き

く
か
じ
を
切
り
ま
す
。

　
「
や
は
り
経
営
は
プ
ロ
集
団
。
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
け
れ
ば
立
ち
直

れ
な
い
」と
観
光
施
設
運
営
検
討
委

員
会
の
池
田
委
員
長
は
力
を
込
め
ま

す
。
委
託
先
の
募
集
方
法
は
全
国
か

ら
優
秀
な
業
者
を
募
る
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
。
用
途
は
介
護
や
福

祉
施
設
で
は
な
く
、
万
人
に
向
け
た

「
温
浴
施
設
」で
あ
る
こ
と
を
必
須
条

件
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
11
月
25
日
、
第
１
回
目
の

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
。
関
係
者
や
住
民
の

負
っ
て
の
誕
生
で
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
後
は
北
欧
風
や
和
風
な

ど
遊
び
心
の
あ
る
浴
場
、
開
放
的
な

空
間
な
ど
目
新
し
い
設
備
が
人
気
を

博
し
、
最
盛
期
に
は
目
標
を
倍
近
く

上
回
る
38
万
人
が
来
館
。
合
併
当
初

も
客
足
は
衰
え
ず
、
町
を
代
表
す
る

観
光
施
設
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
全
国
的
な
温
泉
の
乱
立
、

激
し
い
競
合
の
中
で
徐
々
に
集
客
数

は
減
少
。
近
年
で
は
ピ
ー
ク
時
の
半

分
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
含

有
成
分
の
多
い
泉
質
が
逆
に
設
備
の

痛
み
を
早
め
、
修
繕
費
用
は
か
さ
み

ま
し
た
。
雇
用
創
出
、
地
域
還
元
を

目
指
し
た
公
共
温
浴
施
設
は
利
益
最

優
先
の
経
営
が
厳
し
く
な
り
、
町
の

見
守
る
中
、
２
業
者
が
今
後
の
運
営

方
針
や
展
望
を
提
案
。
し
か
し
両
者

と
も
に
委
員
の
求
め
る
基
準
点
を
上

回
ら
ず
、
選
定
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
ふ
じ
湯
の
里
は
今
も
町
内
一
利
用
者

の
多
い
貴
重
な
観
光
資
源
。
こ
の
公

募
は
絶
対
に
失
敗
で
き
ま
せ
ん
。
施

設
の
未
来
を
託
せ
る
委
託
先
を
厳
正

に
選
定
し
た
い
」と
池
田
委
員
長
は

結
果
を
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
温
浴
施
設
運
営
は
多
く
の

自
治
体
が
失
敗
し
て
お
り
、
そ
の
民

間
移
行
は
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
時

代
の
流
れ
。
行
政
が
き
っ
か
け
を
作

り
、
民
間
の
経
営
力
で
正
し
い
運
営

に
導
く
の
が
本
来
の
形
」と
今
後
の
公

共
施
設
の
在
り
方
も
見
据
え
ま
し
た
。

　
進
み
始
め
た
完
全
民
営
化
。
ふ
じ

湯
の
里
は
そ
の
先
駆
け
と
し
て
、
大

き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

：利用者数

：売上額

H17 H23H20 H26H18 H24H21 H27 H29H19 H25H22 H28 H30

方城温泉ふじ湯の里
年間利用者数・売上額推移

3億５千万円

２億５千万円

１億５千万円

3億円

２億円

40万人

35万人

30万人

25万人

20万人

売上額 利用者数

ある温浴施設の逆転

4
Reverse

公共温浴施設の挑戦
存続かけた転換点

町一番のにぎわい誇る「ほうじょう温泉ふじ湯の里」完全民営化への道

閉山の苦境を越えて財政再建を果たした方城町が、希望に沸いた観光の核となる温泉施設の誕生。
高い潜在能力を持ちながら直面した厳しい現実、町内一の集客施設が生き残るには何が必要なのか。
民間の力に活路を見出し、動き出した一つの公共温泉にスポットを当てます。

観光施設運営検討委員会　
池田 昇委員長

↑ふじ湯の里完成前の４年５か月間、運営した仮
設温泉。当時からその良質な泉質が評判だった。

十数年前、仮設温泉に
入ったときその泉質に驚
きました。通える場所に
これだけ良質な温泉が
あるのはありがたいこと
です。温泉にきて福智町
の魅力も知りました。私
にとって本当に大切な場
所。これからもずっと残
ることを期待しています。

北九州市から毎日通う
仮設時からの常連

山本 健三さん

無くては困るかけがえのない湯

屈
指
の
泉
質
と
湧
出
量

町
が
沸
い
た
温
泉
の
誕
生

町
内
一
の
集
客
施
設
存
続
へ

全
国
公
募
に
託
す
未
来

直
面
す
る
運
営
の
難
し
さ

泉
質
の
良
さ
も
裏
目
に

↑有名温泉情報誌の「九州の温泉 50 選」にも選ば
れた「ふじ湯の里」。北九州市からの固定客が多数。

↑本年度、民間移譲に向けてポンプの清掃やケーブ
ル交換工事を行い、開業当初の泉質を取り戻した。

福智町商工会長や町内の公共温泉施設「日
王の湯」理事も務める。多数の団体や委員
会を代表として先導し、観光への長年の貢
献で昨年「福岡県観光功労者表彰」を受賞。

全国平均2.7倍の床面積　
公共施設管理計画を策定

地元の市場復活に向けて　
元ふれあい市 民間移行へ

　現在福智町が保有する保有する公
共施設は約300。その床面積を町民
一人当たりに換算すると10.17㎡とな
り、これは全国平均の3.74㎡と比較
して突出して高い数字です。この状
況を受けて、福智町では平成29年に

「公共施設管理計画」を策定しました。
現在は全課が保有する各施設に対し
て調査を行いより詳細な「個別管理計
画」を策定中。今後の民営化・統廃合
に向けて慎重な検討を続けています。

　16年もの間、
地域から愛され
てきた「上野の
里ふれあい市」。

２月に惜しまれつつ閉業した施設の民
間力を活用した有効利用のため、準備を
進めています。募集など詳細は広報紙
や町公式HPでお知らせしていきます。

↑全課の保有施設を調査し、必要性の有無
や今後の運営方針など詳細なデータを収集。

福智町商工会長や町内の公共温泉施設「日
王の湯」理事も務める。多数の団体や委員
会を代表として先導し、観光への長年の貢
献で昨年「福岡県観光功労者表彰」を受賞。

屈
指
の
泉
質
と
湧
出
量

町
が
沸
い
た
温
泉
の
誕
生

町
内
一
の
集
客
施
設
存
続
へ

全
国
公
募
に
託
す
未
来

直
面
す
る
運
営
の
難
し
さ

泉
質
の
良
さ
も
裏
目
に
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　「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」。
次
の
世

代
の
人
口
を
左
右
す
る
20
～
39
歳
の

女
性
が
、
令
和
22
年
ま
で
の
40
年
で

５
割
以
下
に
減
る
可
能
性
が
あ
る
自

治
体
を
指
す
言
葉
で
す
。
５
年
前
に

日
本
創
成
会
議
が
打
ち
出
し
、
全
国

市
区
町
村
の
半
数
、
８
９
６
自
治
体

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
福
智
町
の
人

口
減
少
は
予
想
を
上
回
る
速
さ
で
、

合
併
時
２
万
６
千
人
い
た
人
口
は
、
こ

の
先
20
年
で
約
半
数
の
１
万
２
千
人

ま
で
落
ち
込
む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
存
亡
危
機
の
地
方
と
、
人

口
が
集
中
す
る
都
市
部
の
極
点
化
が

加
速
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
解

決
策
は「
ま
ち
づ
く
り
で
交
流
人
口
や

関
係
人
口
を
増
や
す
」「
移
住
で
定
住

人
口
を
増
や
す
」し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
町
全
体
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば「
消
滅
」の
足
音

は
す
ぐ
そ
ば
ま
で
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
町
の
財
政
は
財
源
が
歳
出
に
追
い

つ
か
ず
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
な
け
れ

ば
10
年
以
内
の「
財
政
再
建
団
体
」を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

す
。「
鉛
筆
一
本
買
う
の
に
も
国
の
許

可
が
い
る
」と
例
え
ら
れ
る
再
建
団
体
。

町
の
自
主
性
は
失
わ
れ
、
徹
底
的
な

歳
入
確
保
・
歳
出
削
減
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
時
一
番
に
影
響
を
受
け
て

し
ま
う
の
が
住
民
の
み
な
さ
ん
。
負

担
は
増
加
し「
住
み
に
く
い
ま
ち
」に

な
る
の
は
疑
い
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
福
智
町
誕
生
か
ら
13
年
、
合
併
に

よ
る
特
例
措
置
は
終
わ
り
を
迎
え
、

ひ
と
り
立
ち
の
時
が
近
づ
い
て
い
ま

す
。
今
後
は
本
当
に
必
要
な
物
を
判

断
す
る
、
事
業
や
施
設
の「
選
択
と
集

中
」が
打
開
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
こ
の
町
の
人
す
べ
て

の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。「
な
ん
と

か
な
る
」と
楽
観
的
で
も
事
態
は
変
わ

ら
ず「
何
を
し
て
も
無
駄
」と
悲
観
的

に
な
っ
て
も
未
来
は
開
け
ま
せ
ん
。
町

を
あ
げ
た
逆
転
へ
。
好
転
す
る
た
め

の
後
押
し
、
転
落
さ
せ
な
い
支
え
を

行
う「
人
の
力
」が
地
方
の
活
性
化
を

生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

結

人
口
減
少
、財
政
危
機
。町
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
。

灯
を
と
も
し
つ
づ
け
る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意

識
と
協
力
、
そ
し
て
挑
戦
を
止
め
な
い
強
い
意
思
。

全
住
民
の
力
が
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

せ
な
い

町
は
消
え
て
し
ま
う
の
か

20
年
で
人
口
は
さ
ら
に
半
減

逆
転
の
鍵
は
施
策
と
理
解

挑
戦
と
支
え
が
未
来
を
拓ひ

ら

く

終

逆
転
立
ち
上
が
る
。
何
度
で
も

特 集

図書館・歴史資料館
ふくちのち 館長

井上 憲治さん

壁を越え地方創生の取り組みが生んだ町の拠点
長
年
図
書
館
が
無
か
っ
た
こ

の
町
に
、
最
新
設
備
を
導
入

し
た
複
合
施
設
は「
不
要
」と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

旧
赤
池
町
役
場
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
魅
力
的
な
空
間
を

創
出
し
た
こ
と
で
、
開
館
３

年
で
来
館
者
40
万
人
に
せ
ま

る
町
を
代
表
す
る
施
設
に
成

長
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
の
一

番
の
特
徴
は「
図
書
館
は
静
か

な
場
所
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

覆
す
、
私
語
が
自
由
に
で
き

る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
こ
と
で

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
多
く
の

人
の
居
場
所
と
し
て
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
イ
ベ
ン

ト
や
官
・
学
・
民
の
連
携
が
生

ま
れ
る
町
の
拠
点
で
あ
り
た

い
。
地
方
創
生
事
業
の
先
駆

け
と
し
て
誕
生
し
た「
ふ
く
ち

の
ち
」は
、
ま
ち
の
一
つ
の
未

来
を
作
っ
た
と
も
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

逆転を目指して Rebirth

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」は
、
人
口
急
減
・
超
高

齢
化
に
対
し
、
各
地
方
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律
的
で
持

続
的
な
社
会
創
生
を
目
指
す
指
針

で
す
。
平
成
27
年
に「
第
１
期
福

智
町
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、
政

策
の
骨
子
と
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
は
５
か
年
計
画
の
最
終
年
と
し

て
第
２
期
目
の
計
画
を
策
定
中
。

第
１
期
で
の
目
標
達
成
状
況
を
踏

ま
え
、
地
方
創
生
に
向
け
た
よ
り

具
体
的
な
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

Turning Point まちづくりの大綱・第２章　
町を次のステージへ導く

「第２期総合戦略」策定中
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